
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

５月のあいさつ運動では、気持ちよく進んであいさつした子どもたちが増えてきました。立ち止まり、

相手を意識していることが伝わってきました。子どもたちだけでなく、大人も気持ちのよいあいさつを

交わすことで元気をもらうことができました。 

あいさつをすることで、どんな良いことに繋がると

思いますか？ 

① あいさつをすると、されると、気持ちがいい。  

② あいさつは、あいさつをする人同士の心の距離を 

  縮め、親近感や連帯感をもつきっかけとなる。  

③ あいさつにより、地域にお住まいの方や自分の住 

 む地域に深い愛着を抱くようになり、住み良い地 

域づくりが進んでいく。  

④ あいさつが交わされることにより、犯罪の起こり 

にくい地域づくりにつながる。 

 

この４点が考えられます。 

水ばしょうサポーターズの方たちにも、笑顔で、子

どもたちと進んで関わっていただいています。 

きのと地区の人と繋がり、子どもたちを「気持ちの

良いあいさつができる子ども」に育てていきたいと考

えています。あいさつができる子どもは、きっとこれ

から先、素敵な未来へも繋がると確信しています。家

庭や地域社会において、お互いが声をかけ合えるさわ

やかなあいさつが交わされる、そんな素敵なきのと地区にしていくためには、私たち一人一人が声を出

すことです。家庭からの声掛けもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

担 当   

 胎内市立きのと小学校 

  生活指導主任 石塚ちあき 

      TEL  46-2025 

 

児童数配付 

令和３年 5月 13日 

胎内市立きのと小学校 

 

 6月 10日（木） 

小中連携あいさつ運動 

乙中学校の生徒さんと

合同で、きのと小学校玄

関前であいさつ運動に取

り組みます。 


